
勝
壼
経
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如
来
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に
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せ
ら
れ
た
本
義
説

に
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い
て
 
(渡

部
)

勝
婁
経
義
疏
如
来
蔵
章
に
引
用
せ
ら
れ
た
本
義
説
に
つ
い
て

渡

部

孝

順

勝
髭
経
の
無
辺
聖
諦
章
以
下
の
四
章
は
、
二
乗
所
得
の
四
聖
諦
と
、

一
乗
所
得
の
四
聖
諦
と
、八
聖
諦
の
甚
深
不
可
思
議
な
る
所
以
を
説
き
、

キ

ノ

こ
の
二
種

の
四
聖
諦
を
、
如
来
蔵
章

(
一
二
四
頁
)
で
は

『
説
二作
聖
諦

ヲ

ク

ノ

ヲ

ク
ト

ハ

ノ

ヲ

レ

ク
ナ
リ

ノ

ヲ

義
一説
二無
作
聖
諦
義
一説
ニ
作
聖
諦
義
一者
是
説
二
有
量

四
聖

諦
義
一…
…

ク
ト

ハ

ノ

ヲ

ク
ナ
リ

ノ

ヲ

(
一
二
五
頁
)
説
二
無
作
聖
諦
義
一者
説
二無
量
四
聖
諦
義
』
と
、
有
作
有

量
、
無
作
無
量
の
八
聖
諦
を
挙
げ
、
境
な
る
聖
諦
に
、
有
作
無
作
が
あ

ノ

ニ

リ

ト

る
以
上
、

そ
の
人
に
従
つ
て

(
一
二
四
頁
)
『
是
故
世
尊
、
有
二有
為
生
死

ト

モ

ク

ク
ノ

ト

無
為
生
死

一』
と
し
、
亦
、
そ
の
所
証
に
従

つ
て
『
浬
繋
亦
如
レ是
有
余

ビ

ト
ア
リ

及
無
余
』
と
、
有
余
浬
葉
と
無
余
浬
葉
の
あ
る
事
を
説
い
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
有
作
無
作
の
八
聖
諦
、
有
量
無
量
の
八
聖
諦
の
問

題
、
そ
れ

に
よ
る
有
為
生
死
と
無
為
生
死
、
そ
れ
に
よ
つ
て
証
せ
ら

れ
た
、
有
余
浬
繋
、

無
余
浬
繋
の
問
題
を
、
注
釈
の
上
で
如
何
に
整

理
し
、
如
何
に
纒
め
あ
げ
る
か
、
古
来
か
ら
論
争
の
的
と
な

つ
た
よ

う
で
あ
る
。

レ

ノ

ノ

勝
量
経

義
疏
如
来
蔵
章

(
一
二
六
頁
)
に
よ
れ
ば

「夫
今
此
二
種
聖

ニ

シ
テ

リ

ノ

ト

ハ

ナ
リ

諦
合
有
二十
名
二
二
界
内
諦
有
作
、
有
量
、
有
辺
、
有
為
、
有
余
、
三

ノ

ト
ハ

リ

ナ
リ

界
外
諦
無
作
、
無
量
、
無
辺
、
無
為
、
無
余
」
と
前
置
き
し
、

こ
の
八

聖
諦

の
十
名
に
つ
い
て
、
縷

々
、
説
明
を
加
い
て
い
る
。
右
の
義
疏
釈

を
簡
単
に
図
示
す
れ
ば
左
の
通
り
に
な
ろ
う
。

テ

ニ

ス

ト

(一
)
 

従
レ
人
為
レ
称
也

ト

ツ
テ

ダ

メ

ノ

ヲ

ユ

ル
ニ

ニ

ス

五

有
-

二
乗

七

地

以

下

(皆
因
下
未
レ
寛
二
三
界

外

事

一更

有

応
レ
作

ス

ト

為
レ
称
也
)

ツ
テ

ニ

ツ
テ

ニ
キ
ニ

シ
ク

ス
ル

ス

ト

五
無
-

八
地

以

上

(
皆
因
三
修
習

已
極
更
無
二
新

造
為
レ
称
)

ノ

(二
)
当
体
称

五
有

内界三 内界三

道 滅 集 苦 遣 滅 集 苦

リ

ノ

ズ
ル
ガ

ニ

ヅ
ク

ト

果

有
作

(
従
二
作
因

一
生

故
名
二
有
作

一
)

四
諦
亦
未
レ窮

二其
源

一故
名
二
有
余
有
辺
有
量

一

ラ

ツ
テ

ト

ジ

ノ

ヲ

因
-

有
作

(
自
為
レ
因
感
二
苦
滅

二
諦

一
)

ラ

ス
ル
ガ

ニ
ヅ
ク

ト

有
為

(
当
体
自

生
滅
故
名
二
有
為

二
)

苦
集
道
三
諦
当
体
自
生
滅
故
名
二有
為
一

一
滅

諦
従
二
有
為
因

一得
故
従
レ
因
為
レ
称

ツ
テ

ノ

ユ

ル
ガ

ニ

ツ
テ

ニ

ス

ト

有
為

(
従
二
有
為
因

二得
故
亦

従
レ
因
為
レ
称
)
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五
無

外界三 外界三

道 滅 集 苦 道 滅 集 苦

テ

ノ

ニ

ス
ガ

ル

ヲ
ニ

ヲ

巣

盛

州作

(
従
二
無
作
因

二為
レ
得

故
亦
得
二
無
作

一
)

四
諦
理
尽
窮
二
其
源

一故
言

二
無
量
無
辺
無
余
一

モ

リ
ト

ノ

ノ

ニ
メ

ル
ガ

因
-
無
作

(
錐
レ
有
二
作
義

一但

作
用
徴
不
レ

ク
ナ
ラ

ニ

ク

ノ

ヲ

如
二
界
内
之
現

一故
受
二無
作
名

一
)

ハ

ツ
テ

ニ

ス

ト

無
為

(三
諦
皆
従
二
滅
諦

一為
レ
称
也
)

ハ

フ

ト

無
為

(
一
滅
諦
体
非
二
生
滅

一故
言
二
無
為

一
)

右
の
勝
髭
経
義
疏
の
注
釈
は
、
有
作
、
有
量
、
有
辺
、
有
為
、
有
余

の
五
有
と
、
無
作
、
無
量
、
無
辺
、
無
為
、
無
余
の
五
無
の
、
合
計
、

十
名
を
挙
げ
、
五
有
の
四
聖
諦
は
三
界
内
の
教
理
、
五
無
の
四
聖
諦
は

三
界
外
の
教
理
で
あ
る
事
を
基
盤
と
し
、
そ
の
中
の
有
作
、
無
作
と
有

為
、
無
為
を
代
表
せ
し
め
て
の
注
釈
で
あ
る
。

有
作
、
無
作
と
。
有
為
、
無
為
と
は
同
意
義
に
使
用
さ
れ
る
事
も
あ

モ

リ
ト

る
が
、
此
処
で
は
、
有
作
無
作
を

「未
レ
窮
ニ其
源

こ

と
か
、
「
錐
レ
有
ニ

ノ

ノ

ニ
シ
テ
ル
ガ

ク
ナ
ラ

ノ

ユ

ク

ノ

ヲ

作
義
一但
作
用
徴
不
レ如
二
界
内
之
現
一故
受
二無
作
名
二」
等
、

仏
果
に
至

る
迄
の
修
行
過
程
、
修
行
者
の
は
た
ら
き
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

有
為
、
無
為
は

「
当
体
生
滅
」
と
か

「
体
非
二生
滅
こ

と
、
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
当
体
、
そ
の
も
の
を
指
し
て
の
解
釈
と
見
倣
し
て
よ
い

と
思
う
。

こ
れ
と
共
に
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
有
作
、

無
作
の
場
合
は
、
集

諦
、
道
諦
の
二
諦
を
因
と
し
、
苦
諦
、
滅
諦

の
二
諦
を
果
と
見
徹
し

な
が
ら
も
。
有
為
、
無
為
の
場
合
は
、
苦
、

集
、
道
の
三
諦
と
、
滅

の
一
諦
と
に
分
別
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
い
ら
れ
る
の
は
、
有
作
無
作
の
場
合
は
、
作

用
、
即
ち
、

つ
く
り
出
す
は
た
ら
き
を
主
と
し
た
言
葉
に
使
用
さ
れ

て
い
る
た
め
に
、
因
と
果
と
に
分
別
し
得
る
訳
で
は
あ
る
が
、
有
為

無
為
の
場
合
に
は
、
当
体
、
そ
の
も
の
を
表
面
と
し
て
の
解
釈
で
あ

つ
た
為
め
、
滅
諦
そ
の
も
の
を
独
立
さ
せ
、
そ
れ
を
主
眼
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
も
の
が
あ

つ
て
の
事
で
、
止
む
を
得
な
い
教
理
の
立
て
方

で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
考
い
を
す
す
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
義
疏
の
云
う
よ
う
に
、
有

作
無
作
を
以
て
分
別
さ
れ
た
、

四
聖
諦
の
う
ち

の
、
苦
滅
の
二
諦
は
結

果
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
苦
滅
の
二
諦
に
、
作
用
、
即
ち
、
修
行
者
の
は

た
ら
き
、
そ
の
も

の
を
認
め
る
訳
に
は
行
か
な

い
筈
で
あ
る
。
謂
う
な

れ
ば
、
結
果
で
あ
る
苦
滅

の
二
諦
を
ば
、
作
用
の
は
た
ら
き
を
中
心
と

し
た
。
有
作
、
無
作
の
教
理
を
以
て
分
別
す
る
事
は
、
当
然
、
無
理
な

解
釈
だ
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、

こ
の
義
疏
の
採
用
し
て
お
つ
た
、

五
有
、
五
無
の
分
別
、

教
理
に
対
し
て
、
別
な
注
釈
が
現
れ
る
と
い
う

の
も
、
む
し
ろ
、
当
然

な
事
で
あ

つ
た
。

ク

ノ

ノ

ハ

ル
ガ

ハ

ス
マ

ヲ

如
来
蔵
章

(
三

一七
頁
)
に

「
本
義
云
苦
滅
二
諦
当
体
不
レ
能
レ作
レ
果

ニ

ヅ
ク

ト

故
名
二無
作
こ

と
、
引
用
さ
れ
て
い
る
本
義
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の

勝
髭
経
義
疏
如
来
蔵
章
に
引
用
せ
ら
れ
た
本
義
説
に
つ
い
て
 (渡

部
)
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勝
蛋
経
義
疏
如
来
蔵
章
に
引
用
せ
ら
れ
た
本
義
説
に
つ
い
て
 (渡

部
)

本
義
説

に
よ
れ
ば
、
苦
滅
の
二
諦
は
、
集
道
の
二
諦
を
因
と
し
た
結
果
で

あ
る
か
ら
、
作
用
の
義
を
持

つ
て
い
る
筈
が
な
い
か
ら
、
苦
滅
の
二
諦

は
、
無
作
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
作
用
の
無
い
と
い
う
文
字
通
り
の
、

無
作
と

い
う
の
が
筋
が
通
う
て
い
る
と
い
う
も

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の

が
、

こ
の
本
義
説
の
注
釈
で
あ
る
。

こ
の
本
義
説
に
対
し
、
勝
髭
経
義
疏
は
、
次

の
よ
う
に
批
判
し
て
い

ラ
バ

チ

ノ

ノ

モ

シ

ナ
ル

ニ

ル

ビ

る
。
「
然
則
三
界
内
苦
滅
二
諦
亦
応
二無
作

剛故
不
レ
須
也
」
と
、
即
ち
、

苦
滅
の
二
諦
を
無
作
と
い
う
な
ら
ば
、
三
界
外
の
苦
滅
の
二
諦
は
、
と

も
か
く
と
し
て
も
、
三
界
内
の
苦
滅
の
二
諦
も
、
無
作
と
い
う
事
に
な

つ
て
、

こ
の
義
疏
の
主
張
す
る
、
五
有
を
三
界
内
、
五
無
を
三
界
外
と

主
張
し

て
来
た
事
に
相
違
す
る
の
で
、
こ
の
本
義
説
を
採
用
す
る
事
は

出
来
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
義
疏
の
い
う
、
五
有
を
三
界
内
、
五
無
を
三
界
外
と
説
く
教
理

と
、
本
義
説
の
い
う
と
こ
ろ
と
、
い
ず
れ
が
、
勝
責
経
の
真
意
を
伝
い

る
か
と

い
う
事
も
、
大
き
な
問
題
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
こ
の
本

義
説
は
、

一
体
、
何
人
の
教
説
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ
を
捜
し
求
め
る
の

が
目
的
で
あ
る
。

却
説
、

こ
の
義
疏
は
、
三
界
内
の
苦
滅
の
二
諦
は
有
作
、
三
界
外
の

苦
滅

の
二
諦
は
無
作
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
本
義
説
は
、
苦
滅

の
二
諦

を
三
界
内
な
る
有
作
、
三
界
外
な
る
無
作
と
分
別
す
る
こ
と
に
拘
束
さ

れ
な
い
教
家
で
あ
つ
た
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
、
考
い
方
を
持

つ
た
教
家

と
し
て
、
光
宅
寺
法
雲
を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。

例
い
ば
、
光
宅
の
法
華
義
記

(p
.
 
5
9
9

下
)
方
便
品
に
見
え
る
も
の
で

テ

ノ

ヲ

レ
リ

ニ

あ
る
が
、
経
文
に

『
仏
説
二
一
解
説
義
一我
等
亦
得
二此
法
一到
二於
浬
架
一

シ
テ

ラ

ノ

ノ

ヲ

ク

而
今
不
レ知
二是
義
所

趣
』
と
い
う

一
文
が
あ
り
、

こ
の

一
文

は
、
勿

論
、
法
華
巳
前
の
三
乗
は
方
便
に
し
て
、
今
の
、
こ
の
法
華
は
真
実
の

法
な
る

一
乗
を
説
く
前
提
と
な
る
、
所
謂
、
動
執
生
疑
の

一
段
で
あ
り
、

こ
の

『
一
解
脱
』
の

一
句
に
は
、
三
乗
人
の
解
脱
と

一
乗
人
の
解
脱
の

二
義
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

ヅ

ク

ノ

ヲ

こ
れ
を
、
光
宅
は
義
記
に

「
今
、
先
解
ニ
三
乗

人
両
種
果
コ

者
有
為

ナ
リ

ト

ハ

チ

レ

ニ
メ

ス

ヲ

果
、

二
者
無
為
果
、
有
為
果
即
是
尽
智
無
生
智
照
二
三
界
因

…
…二
者

ナ
リ

ノ

ヲ

ス

レ

ノ

ヲ

ス

レ

ナ
リ

無
為
果
三
乗
人
三
乗
因
尽
、
是
有
余
浬
架
、
三
界
果
尽
、
是
無
余
浬
繋
」

と
、
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
、
簡
単
に
、
図
に
示
し
て
見
れ
ば
、

一
、
有
為
果
-

三
乗
人
照
二
三
界
因
一

ノ

ヲ

ス

二
、
無
為
果

三
乗
人
三
界
因
尽
-

有
余
浬
葉
。

ノ

ヲ

ス

三
界
果
尽

-

無
余
浬
葉
。

と
、

な

る

よ
う

で
あ

る
。

右
の
光
宅
説
は
、
勝
髪
経
義
疏
の
採
用
し
て
お
い
た
、
有
為
有
余
等

の
五
有
は
三
界
内
、
無
為
無
余
等
の
五
無
は
三
界
外
と
い
う
教
理
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
有
為
無
為
と
、
有
余
無
余
等
の
使
い
方
の
次
元

が
相
違
し
て
い
る
。
勝
髭
経
義
疏
の
よ
う
に
、

有
為
果
は
有
余
浬
墾
、

無
為
果
は
無
余
浬
繋
と
い
う
の
で
は
な
い
。
無
為
果
の
う
ち
に
、
有
余

浬
藥
と
無
余
浬
繋
と
が
分
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

謂
う
な
れ
ば
、
こ
の
義
疏
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
有
作
、
有
量
、
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有
辺
、
有
為
、
有
余
等
を
、

一
律
に
、
五
有
し
て
三
果
内
。
無
作
、
無

量
、
無

辺
、
無
為
、
無
余
等
を
、

一
律
に
、
五
無
に
し
て
三
界
外
と
分

別
し
て
お
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ノ

ノ

ハ

ル
ガ

ハ

ス
コ
ト

ヲ

ニ

ヅ
ク

ト

本
義
説

の

「
苦
滅
二
諦
当
体
不
レ
能
レ
作
レ
果
故
名
二
無
作
一」

の
教
説

ラ
バ

チ

ノ

ノ

モ

シ

ナ
ル

ニ

ル

ビ

を
、

こ
の
疏
は
「
然
則
三
界
内
苦
滅
二
諦
亦
応
二無
作
一故
不
レ
須
也
」
と

批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
義
説
は
、
有
作
は
三
界
内
、
無
作
は
三
界

外
と
分
別
す
る
こ
と
に
関
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
、
本
義

説
の
そ
れ
は
、
苦
滅
の
二
諦
な
る
も
の
は
、
結
果
そ
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
果

を
招
く
な
ど
と
い
う
事
の
あ
ろ
う
筈
も
な
い
の
で
、
無
作
と
名

つ
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
苦
滅
の
二
諦
の
結
果
を
招
く
作
用
を
持

つ
て

い
る
の
は
、
集
道
の
二
諦
に
外
な
ら
な
い
。
集
道
の
二
諦
は
有
作
と
称

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
が
、
本
義
説
の
云
わ
ん
と
す
る
所
で

あ
る
。

こ
の
本
義
説
は
、
光
宅

の
法
華
義
記
の
説
に
近
い
も
の
が
あ
る

と
い
う
事
が
出
来
る
。

ト
ハ

レ

ナ
リ

ナ
リ

チ

レ

光
宅

の
義
記
に
は
、
次
ぎ
に

「『
解
脱
』
是
有
余
無
余
即
是
滅
諦
也

ト
ハ

チ

レ

ゲ
テ

ヲ

ス

『義
』
者
即
是
道
諦
、
挙
レ
果
明
レ
因
…
…
」
な
る
注
釈
が
見
え
て
い
る
。

即
ち
、
光
宅
に
よ
れ
ば
、
滅
諦
と
は
三
界
の
因
を
尽
し
た
有
余
浬
桀
と
、

三
界
の
果
を
尽
し
た
無
余
浬
葉
を
い
う
の
で
あ
り
、
而
も
、
有
余
無
余

ハ

レ

ナ
リ

ク
レ
バ

チ

レ

ク
ル
ノ

の
二
種
無
為
果
を

「
但
、
二
種
無
為
只
是

一
時
、
因
尽
即
是
果
尽
時
、

ク
ル

ハ

レ

ク
ル
ノ

ナ
リ

果
尽
時
為
因
尽
時
」
と
注
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
因
の
尽
く
る
時
は
果

の
尽
く
る
時
、
果
の
尽
く
る
時
は
因
の
尽
く
る
時
で
あ
る
と
い
う
よ
う

に
、
有
余
浬
葉
と
云
い
、
無
余
浬
梨
と
云
い
、
有
余
、
無
余
の
言
葉
は

相
違
し
て
も
、
同
時
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
、光
宅
の
教
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
即
ち
、
光
宅
は

『解
脱
』
の
果
を
先
き
に
挙
げ
、
次
ぎ
に

『
道
』

の
因
を
明
し
て
、
因
果
同
時
を
説
く
の
が
、
法
華
経
で
あ
り
、
仏
の
教

い
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

こ
の
疏
が
、
有
余
、
有
為
等
を
三
界
内
、
無
余
、
無
為
等
を
三
界
外

に
分
別
し
て
お
つ
た
の
に
相
違
し
て
、
光
宅
の
義
記
に
見
え
て
お

つ
た

よ
う
に
、
有
余
、
無
余
等
の
言
葉
は
、
独
自

の
も
の
を
持
つ
て
お
つ
た
。

こ
の
疏
の
引
用
し
て
お

つ
た
本
義
説
の

「
無
作
」
な
る

一
句
も
、
三
界

内
の
有
、
三
界
外
の
無
作
と
い
う
よ
う
な
考

い
方

と
は
相
違

し
て
お

り
、
む
し
ろ
、
光
宅
の
法
華
義
記
の
そ
れ
に
近
い
も

の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
義
疏
の
歎
仏
章
の
三
徳
を
歎
ず
る
中
の
、
解
脱
を
歎

ず
る
箇
所
に
見
え
る

「
法
雲
法
師
云
」
云

々
の

一
文
に
も
、
大
き
な
繋

が
り
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
想
い
を
走
ら
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、

こ
の
次
ぎ
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

以
上

勝
髪
経
義
疏
如
来
蔵
章
忙
引
用
せ
ら
れ
た
本
義
説
に
つ
い
て
 (渡

部
)
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